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九

施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
配
偶
者
居
住
権
を
有
す
る
者
（
そ
の
者
が
賃
借
権
を
設
定
し
て
い
る
場
合
を
除

く
。）で
、
当
該
配
偶
者
居
住
権
に
対
応
し
て
、
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
配
偶
者
居
住
権
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
も
の
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
配
偶
者
居
住
権
の
存
続
期
間

十

前
号
に
掲
げ
る
者
に
配
偶
者
居
住
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
分

第
五
十
八
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
十
六
号
」
を
「
第
一
項
第
十
八
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
第
四
項
本
文
中
「
か
ら
」
の
下
に
「
当
該
」
を
加
え
、「
借
家
権
」
を
「
賃
借
権
」
に
改
め
、「
者
）」の
下

に「
又
は
施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
配
偶
者
居
住
権
を
有
す
る
者
か
ら
賃
借
権
の
設
定
を
受
け
て
い
る
者
」を
、「
よ

り
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
五
十
六
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
、「
借
家

権
」
を
「
賃
借
権
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
は
、
第
五
十
六
条
第
三
項
の
申
出
を
し
た
者
を
除
き
、
施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

配
偶
者
居
住
権
の
設
定
を
受
け
て
い
る
者
（
そ
の
者
が
賃
借
権
を
設
定
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。）に
対
し
て
は
、

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ

ン
の
部
分
に
つ
い
て
、
配
偶
者
居
住
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
施
行
マ
ン

シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
者
が
同
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
施
行
者
に
帰
属
す
る
こ

と
と
な
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
分
に
つ
い
て
、
配
偶
者
居
住
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

６

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
権
利
変
換
計
画
は
、
施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
配
偶
者
居
住
権
の
設
定
を
受
け

て
い
る
者
に
対
し
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
分
に
つ
い
て
の
配
偶
者
居
住
権
の
存
続

期
間
が
当
該
施
行
マ
ン
シ
ョ
ン
の
配
偶
者
居
住
権
の
存
続
期
間
と
同
一
の
期
間
と
な
る
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
六
十
二
条
中
「
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
又
は
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
中
「
第
九
号
」
を
「
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
三
号
中
「
借
家
権
」
を
「
賃
借
権
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
賃
借
人
」

を
「
賃
借
権
を
有
す
る
者
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
二
節
第
二
款
の
款
名
中
「
賃
借
人
等
」
を
「
借
家
権
者
等
」
に
改
め
る
。

第
九
十
条
中
「
賃
借
人
」
を
「
借
家
権
者
」
に
改
め
る
。

第
百
十
条
第
三
号
中
「
借
家
人
」
を
「
借
家
権
者
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
中
「
賃
借
人
」
を
「
借
家
権
者
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
十
九
号
」
を「
第
七
十
三
条
第
一
項
第
二
十
一
号
」に
、「
第

二
百
五
条
第
一
項
第
十
八
号
」
を
「
第
二
百
五
条
第
一
項
第
二
十
号
」
に
改
め
る
。

（
不
動
産
登
記
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

配
偶
者
居
住
権

第
八
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
配
偶
者
居
住
権
の
登
記
の
登
記
事
項
）

第
八
十
一
条
の
二

配
偶
者
居
住
権
の
登
記
の
登
記
事
項
は
、
第
五
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

存
続
期
間

二

第
三
者
に
居
住
建
物
（
民
法
第
千
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
住
建
物
を
い
う
。）の
使
用
又
は
収
益
を

さ
せ
る
こ
と
を
許
す
旨
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
め

（
信
託
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

信
託
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
共
同
相
続
に
お
け
る
受
益
権
の
承
継
の
対
抗
要
件
）

第
九
十
五
条
の
二

相
続
に
よ
り
受
益
権
が
承
継
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
民
法
第
九
百
条
及
び
第
九
百
一
条
の
規

定
に
よ
り
算
定
し
た
相
続
分
を
超
え
て
当
該
受
益
権
を
承
継
し
た
共
同
相
続
人
が
当
該
受
益
権
に
係
る
遺
言
の
内

容
（
遺
産
の
分
割
に
よ
り
当
該
受
益
権
を
承
継
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
受
益
権
に
係
る
遺
産
の
分
割
の
内

容
）
を
明
ら
か
に
し
て
受
託
者
に
そ
の
承
継
の
通
知
を
し
た
と
き
は
、
共
同
相
続
人
の
全
員
が
受
託
者
に
通
知
を

し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
法
第
八
百
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
信
託
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
八
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
信
託
法
第
九
十
五
条
の
二
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
相
続
に

関
し
遺
産
の
分
割
に
よ
る
受
益
権
の
承
継
が
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
施
行
日
以
後
に
そ
の
承
継
の
通
知
が
さ
れ
る

と
き
に
も
、
適
用
す
る
。

（
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
千
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
及
び
同
法
第
千
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
百

三
条
第
一
項
」
を
「
第
千
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
及
び
同
法
第
千
四
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
減
殺
」
を
「
遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
」
に
改
め
る
。

（
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
千
十
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
第
千
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
千
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
千
十
六
条
第
二
項
を
削
る
改
正
規
定
を
削
る
。

附
則
第
三
十
六
条
の
見
出
し
中
「
復
任
権
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、同
条
第
二
項
を
同
条
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
一
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め

る
。

法
務
大
臣

上
川

陽
子

文
部
科
学
大
臣

林

芳
正

農
林
水
産
大
臣

藤

健

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
七
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
七
十
三
号

法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
法
律

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
法
務
局
（
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
、
法
務
局
の
支
局
の
出
張
所
並
び
に
地
方
法
務
局
及

び
そ
の
支
局
並
び
に
こ
れ
ら
の
出
張
所
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
遺
言
書
（
民
法
（
明
治

二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
九
百
六
十
八
条
の
自
筆
証
書
に
よ
っ
て
し
た
遺
言
に
係
る
遺
言
書
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）の
保
管
及
び
情
報
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
遺
言
書
の
取
扱
い
に
関
し
特
別

の
定
め
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
遺
言
書
保
管
所
）

第
二
条

遺
言
書
の
保
管
に
関
す
る
事
務
は
、
法
務
大
臣
の
指
定
す
る
法
務
局
が
、
遺
言
書
保
管
所
と
し
て
つ
か
さ
ど

る
。

２

前
項
の
指
定
は
、
告
示
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遺
言
書
保
管
官
）

第
三
条

遺
言
書
保
管
所
に
お
け
る
事
務
は
、
遺
言
書
保
管
官
（
遺
言
書
保
管
所
に
勤
務
す
る
法
務
事
務
官
の
う
ち
か

ら
、
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
が
指
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
取
り
扱
う
。
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